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（科目合計点） 

N θ                  N (1 – θ)                 p 

吸着速度𝑣௔は 𝑣௔ = 𝑘௔𝑝𝑁(1 − 𝜃) 

脱着速度𝑣ௗは、𝑣ௗ = 𝑘ௗ𝑁𝜃 となる． 

 

平衡状態より、𝑣௔ = 𝑣ௗであるから、 

𝑣௔と𝑣ௗを代入すると、𝑘௔𝑝𝑁(1 − 𝜃) = 𝑘ௗ𝑁𝜃 

 

𝐾 = 𝑘௔/𝑘ௗより、𝐾𝑝𝑁(1 − 𝜃) = 𝑁𝜃 

 

式変形して𝜃についてまとめると 

𝑁(1 + 𝐾𝑝)𝜃 = 𝐾𝑝𝑁 より、 

𝜃 = 𝐾𝑝/(1 + 𝐾𝑝) 

負         負          負 

 

小さ        発熱         減少 

 

ΔHa – T ΔSa 
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紫外         可視         基底 

 

電子         蛍          りん 

 

短          短          消光 

It / I0                        – log10 T 

 

A / (ε d)                        If / (I0 – It) 

分子に吸収された光のエネルギーの一部が、振動エネルギーなどと

して失われるため、発光エネルギーは入射光のエネルギーよりも小

さくなる。光のエネルギーと波長は反比例の関係にあるため、蛍光

波長は励起光の波長よりも長くなる。 
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